






要約:5 から 7 歳の就学前後のファロー四徴症心内修復後患者 28 例を対象に 3 分間の自由

跳躍によるジャンプ負荷を行い、トレッドミル負荷成績と比較検討した。心拍数および酸

素摂取量は跳躍開始後 2から 3分で定常状態に達し、ブルース法の第ⅡからⅢ段階の値に

相当した。両負荷の酸素摂取量－心拍数直線回帰勾配には有意な相関が認められた。年少

児ではトレッドミル負荷が行えない場合も少なくない。ジャンプ負荷はより簡便に行える

方法であり、年少児の運動能を評価する上で有用であると考えられる。


